
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

てください フイルム出力は 線、トンボ無し。

農
免
道
路
は
山
本
区
、

飯
岡
区
、
草
内
区
間
の
交
流

道
路
だ
。
ダ
ン
プ
車
の
暴
走

道
に
す
る
な
。
警
察
の
交
通

指
導
も
ダ
メ
。
市
は
こ
ん
な

も
の
を
相
手
に
せ
ず
、
暴
走

自
粛
の
大
看
板
を
突
立
て
よ
。

経
済
環
境
部
長

取
締
ま

り
強
化
を
警
察
に
要
望
す
る
。

さ
き
の
消
防
職
員
な
ど

の
暴
行
、
わ
い
せ
つ
容
疑
事

件
に
つ
い
て
。
市
も
市
職
員

も
市
民
の
た
め
の
市
政
を
背

負
っ
て
い
る
自
覚
が
な
い
証

市議会本会議のようす

拠
だ
。
恥
ず
か
し
い
ぞ
。

市
長

今
後
、
公
務
員
と

し
て
の
自
覚
を
も
た
す
。

高
齢
者
へ
の
福
祉
事
務

は
気
を
く
ば
れ
。
先
般
、
友

行
政
改
革
の
具
体
策
を

示
せ
。行
政
評
価
の
実
施
で
、

事
務
事
業
の
削
減
や
廃
止
を
。

行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
や

公
共
事
業
市
民
選
択
権
保
有

制
、
外
部
監
査
、
職
員
給
与
、

手
当
削
減
等
を
断
行
し
な
い

と
改
革
で
は
な
い
。
市
民
、

専
門
家
の
検
討
会
設
置
を
。

市
長
公
室
長

行
政
改
革

推
進
委
員
会
の
審
議
、
提
言

を
基
に
行
政
評
価
制
度
導
入

検
討
チ
ー
ム
で
具
体
化
。

三
山
木
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
を
行
政
主
導
と
住
民

参
加
で
積
極
的
に
進
め
よ
。

市
民
、
学
生
も
自
由
に
提

案
可
能
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

方
式
で
駅
前
広
場
や
駅
周
辺

文
化
施
設
建
設
等
、
夢
の
計

画
策
定
を
。

建
設
部
長

駅
前
広
場
整

備
は
市
民
、
地
権
者
、
学
生

等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
個
性
あ

る
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
で
、

市
民
意
見
も
聞
く
。

教
育
長

南
部
住
民
セ
ン

タ
ー
は
中
期
で
整
備
検
討
。

子
供
の
人
権
や
安
心
へ

の
課
題
は
、
登
下
校
時
の
安

全
や
学
校
施
設
整
備
だ
け
で

な
く
、
不
登
校
児
な
ど
の
心

の
ケ
ア
や
虐
待
防
止
策
等
も

必
要
。
青
少
年
育
成
団
体
一

元
化
、
修
学
旅
行
先
選
定
、

教
科
書
選
択
の
見
直
し
も
。

教
育
長

適
応
指
導
教

室
、
相
談
体
制
と
家
庭
の
連

携
で
支
援
。
教
科
書
は
十
分

審
議
を
経
て
採
択
。
修
学
旅

行
は
各
学
校
が
計
画
。

教
育
部
長

青
少
年
を
守

埼玉県志木市の紹介がされている冊子
（埼玉新聞社より）

る
会
は
新
体
制
の
支
援
検
討
。

育
成
団
体
一
元
化
は
困
難
。

福
祉
部
長

虐
待
は
機
関

と
連
携
し
防
止
に
努
め
る
。

国
民
保
護
法
と
住
民
の

災
害
対
策
。
道
路
、
歩
道
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
的
調
査
と
整

備
計
画
。
自
治
会
の
公
的
支

援
拡
大
と
住
民
台
帳
閲
覧
免

除
。
職
員
研
修
の
勤
務
時
間

外
実
施
と
喫
煙
時
間
の
規
定
。

総
務
部
長

危
機
管
理
監

を
設
置
。
地
域
防
災
計
画
を

見
直
す
。
防
災
訓
練
は
北
部

で

月
実
施
。
自
治
会
事
業

は
申
請
あ
れ
ば
支
援
検
討
。

建
設
部
長

歩
道
は
モ
デ

ル
地
区
を
調
査
し
整
備
。

福
祉
部
長

閲
覧
手
数
料

減
免
は
今
後
検
討
し
た
い
。

市
長
公
室
長

節
度
あ
る

研
修
と
喫
煙
を
求
め
る
。

人
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
を
申
請

し
受
け
取
っ
た
は
ず
が
、
手

元
に
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

再
発
行
は
拒
否
さ
れ
た
。
し

っ
か
り
相
手
に
手
渡
せ
。

福
祉
部
長

今
後
は
取
り

扱
い
に
十
分
注
意
を
。

議
員
に
日
当
の
支
給
は

廃
止
さ
れ
よ
。
議
員
は
た
く

さ
ん
報
酬
を
得
て
、
そ
の
上

に
議
会
、
委
員
会
に
出
席
す

る
毎
に
三
千
円
の
費
用
弁
償

を
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は

ず
る
い
。
や
め
よ
う
。

市
長
公
室
長

議
員
の
多

数
が
廃
止
せ
ず
の
意
思
が
強

い
。
廃
止
で
き
な
い
。

計
画
が
す
す
む
枚
方
市

の
焼
却
場
問
題
。
枚
方
市
に

申
し
入
れ
て
。
家
庭
ゴ
ミ
を

燃
や
せ
ば
毒
物
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
は
出
る
。
ど
ん
な
規
制

を
し
て
も
出
る
の
だ
。
高
い

煙
突
か
ら
我
が
市
内
に
拡
散

さ
れ
る
恐
れ
。
我
が
市
民
の

健
康
が
心
配
。
百
メ
ー
ト
ル

の
高
い
煙
突
か
ら
毒
物
を
ば

ら
ま
く
な
と
申
し
つ
け
て
、

我
が
市
民
の
た
め
に
黙
視
せ

ず
追
求
さ
れ
よ
。

市
長
公
室
長

我
が
市
民

に
悪
影
響
が
出
な
い
よ
う
に

求
め
て
い
く
。

草
内
地
区
内
排
水
路
工

事
問
題
。
こ
の
工
区
内
に
は

倉
庫
、
農
作
業
倉
庫
、
住
宅

地
、
建
物
が
存
在
す
る
。
一

部
の
地
権
者
に
は
何
ら
買
収

の
依
頼
も
せ
ず
、
了
解
も
取

ら
ず
勝
手
に
設
計
を
立
て
た

だ
け
。
説
明
し
て
や
る
か
ら

出
席
せ
よ
と
言
い
放
ち
計
画

を
公
表
し
た
だ
け
。
こ
ん
な

や
り
方
で
工
事
が
で
き
る

か
。
や
れ
る
も
の
な
ら
や
っ

て
見
ろ
。

被災地で作業を行う救援ボラン
ティア （府北部）

災
害
弱
者
対
策
に
つ
い

て

災
害
発
生
時
、
あ
る
い

は
避
難
す
る
過
程
で
支
援
を

必
要
と
す
る
方
、
避
難
生
活

時
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
方

（
身
体
・
精
神
・
知
的
障
害

と
さ
れ
る
方
、
重
篤
な
疾
病

を
抱
え
た
方
、
高
齢
者
や
妊

産
婦
、
乳
幼
児
、外
国
人
、共

働
き
世
帯
等
の
児
童
等
）
の

情
報
、状
況
把
握
を
す
べ
き
。

福
祉
部
長

市
の
地
域
防

災
計
画
に
お
い
て
も
十
分
配

慮
し
た
応
急
対
策
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か

ら
情
報
を
把
握
す
る
者
が
限

定
さ
れ
る
が
社
協
や
民
生
児

童
委
員
、
福
祉
事
業
者
等
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
情

報
の
共
有
化
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

要
支
援
者
、
要
配
慮
者

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

作
成
を
障
害
や
病
気
の
内
容

毎
に
整
理
す
べ
き
。
こ
の
こ

と
は
、
市
職
員
だ
け
で
は
な

く
当
事
者
の
災
害
対
策
へ
の

認
識
も
深
ま
る
こ
と
に
な
る
。

助
役

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る

こ
と
が
一
番
の
対
処
に
な
る

の
で
、
当
事
者
の
方
、
行
政
、

地
域
の
皆
さ
ん
、
各
種
団
体

と
常
に
連
携
を
取
り
な
が
ら

議
論
し
て
い
き
た
い
。

総
務
部
長

府
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
て
京
田

辺
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

専
門
的
技
術
を
有
し
た

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制

度
の
確
立
を
。

福
祉
部
長

現
在
事
前
登

録
制
度
は
な
い
が
、
効
率
的

な
救
援
活
動
を
進
め
る
上
で

最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
た

め
、
社
協
等
の
関
係
機
関
と

十
分
な
協
議
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

売
却
処
分
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア

京
都
は
市
に
と
っ
て
必
要
な

施
設
だ
け
で
な
く
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
根
幹
を
揺
る
が
す

問
題
で
あ
る
が
市
の
対
応
は
。

市
長

存
続
が
不
透
明
な

状
況
だ
が
、
継
続
的
に
運
営

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
最
も
望

ま
し
い
姿
。
市
民
の
合
意
が

得
ら
れ
る
な
ら
、
市
ま
た
は

市
民
の
共
有
施
設
と
し
て
取

得
す
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
課
税
強
化
が

実
施
さ
れ
、
市
民
税
は
じ
め

国
保
税
・
介
護
保
険
料
な
ど

多
く
の
負
担
増
が
予
想
さ
れ

る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
自
己
負
担
金
免
除
基

準
の
見
直
し
な
ど
、
負
担
の

軽
減
緩
和
措
置
を
求
め
る
。

市
長

市
独
自
の
軽
減
措

置
は
考
え
て
い
な
い
が
、
担

税
負
担
が
耐
え
が
た
い
状
況

な
ら
ば
検
討
課
題
と
し
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
務
部
長

市
民
税
で
高

齢
者
約
千
六
百
人
に
、
所
得

割
、
均
等
割
な
ど
、
平
均
約

二
万
五
千
円
の
負
担
増
。

福
祉
部
長

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
自
己
負
担

免
除
基
準
は
変
更
し
な
い
。

住
宅
耐
震
診
断
や
そ
の

助
成
制
度
の
導
入
を
。

総
務
部
長

耐
震
診
断
が

必
要
と
さ
れ
る
、
昭
和

年

以
前
の
木
造
住
宅
は
約
八
千

百
戸
あ
る
。
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
支
援
策
が
で
き
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

水
害
対
策
に
つ
い
て
。

住
民
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
。

木
津
川
以
外
の
市

内
河
川
氾
濫
を
想
定
し
た
水

害
対
策
に
。

堤
防
の
点
検

体
制
は
。

天
井
川
へ
の
監

視
体
制
を
。

助
役

市
内
全
域
の
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
は
必
要
。

河
川
管
理
者
で
あ
る
府
の
動

き
も
見
て
対
応
し
た
い
。
住

民
避
難
発
令
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

作
成
し
た
い
。

建
設
部
長

木
津
川
堤
防

は
国
土
交
通
省
が
基
礎
調

査
、
土
質
調
査
を
実
施
。
天

井
川
の
水
路
橋
は
府
が
劣
化

診
断
を
実
施
し
、
修
繕
工
事

等
行
わ
れ
る
。
天
井
川
は
大

雨
時
に
は
監
視
さ
れ
る
。

特
定
団
体
へ
の
補
助
金

ト
ン
ネ
ル
組
織
で
あ
る

山

連

か
ら
直
ち
に
脱
退
を
。

福
祉
部
長

応
分
の
負
担

は
必
要
不
可
欠
。今
年
の
山

連

総
会
に
お
い
て
、
多
額

の
繰
越
金
の
扱
い
や
、
今
後

の
負
担
金
に
つ
い
て
ど
う
し

て
い
く
か
議
論
が
あ
っ
た
。

山
手
東
の
諏
訪
ケ
原
公

園
前
三
叉
路
に
信
号
機
の
設

置
を
求
め
る
。

経
済
環
境
部
長

警
察
と

も
協
議
し
た
が
、
現
場
が
カ

ー
ブ
し
て
お
り
予
備
信
号
等

が
必
要
な
た
め
、
今
す
ぐ
に

設
置
は
難
し
い
。

新田辺駅前線の上にある馬坂川の水路橋

中小
河川

南

部

登
志
子

議
員
（
無
会
派
）

小

林

正

路

議
員
（
市
民
の
眼

）

橘

雄

介

議
員
（
市
民
の
眼

）

青

木

綱
次
郎

議
員
（
共
産
党
）

年（平成 年） 月 日


